






















































































































































































たことを教えてくれた。   
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き工事 左官工事 電気工事 計 
日詰脇     ・1       1 
柳田 ○1 ・2、△1 ・9 ・1   ・1 15 
百万脇   △1     △1   2 
重年     ・1       1 
石井   ・1 ・4   ・1   6 
笹川     ・1       1 










































































































































  Mさん（日詰脇、男性、71歳） 
   定年まで農高の助手として働いた。林業・畑・田んぼもやっていた。 
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   昭和 42（1967）年には社長に就任した。当時はまだ商店街に金物屋や呉服店がなかったた
め、金物や呉服を扱っていた。現在は来店者が少なくなったため、カタログ商売をはじめ、
四十九日の供え物なども売っている。 
兄が起業した際に、女の人 1 人を雇用していた。社長になると女の人 2人と男の人 1人を
雇用し、奥さんを合わせて 5 人で運営をした。雇用したのは、親戚のいとこや近所の子など
であった。 



























































30～60日 51 14 5 
61～120日 329 76 48 
121～180日 349 616 525 
180日以上 119 206 287 
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 今回の聞き取りでは、旧柳田村内外問わず、8 つの仕事を渡り歩いた L さんに賃金労働と生活
の関係について詳しくお話を伺うことができた。 
4.1 就職方法 






















 L さんの家庭では、農業をしており L さんは出産をして育児もしていたが、そんな中でも賃金
労働をしていたという。その当時の生活ぶりを伺った。 
Lさん（石井、女性、72歳） 
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 前述の賃金労働、出稼ぎ労働の概要と L さんに伺った就職方法や当時の生活を踏まえて、賃金
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労働と生活について考察する。 
賃金労働は、賃金労働のみを生業とするよりも農業や林業を主とする人々の収入を補うための
ものだったといえる。一つの仕事に長く携わるというよりは、農業の傍らできる仕事を転々とす
るということが多く、より収入が多くなるように遠方に出稼ぎにいく者もいた。出稼ぎ労働者の
増加に伴い、出稼ぎ防止のために工場誘致がなされたが、就職方法は従来の近隣住民とのつなが
りによるものとは異なり、旧柳田村内のみならず村外の工場労働先の情報も手に入れることがで
き、L さんのように旧柳田村外の工場で働く人も現れた。したがって根本の解決には至らなかっ
たと考えられる。 
賃金労働が雇用者との契約によって被雇用者を拘束する性質を持っているため、農業は賃金労
働の勤務時間とは別に農作業をする時間を設けなければならなかった。2.1工場労働でも述べたが、
工場誘致によって旧柳田村に工場が立地し始めたばかりのころは、農繁期に仕事を長期間休んで
しまう人もいた。しかしながら、近代的な賃金労働の形態が人々に浸透してくると、L さんのよ
うに賃金労働を日中行った後に、農作業をするというような工夫が行われるようになったと考え
られる。賃金労働と農作業を両立するのはかなりの重労働であり、家事や育児は家族の中で分担
する必要がある。そこでLさんのように、義理の母に頼むというような工夫も生まれた。 
L さんの「動ける自分がやる」、「ほっておいても誰もやってくれない」という言葉に象徴され
るように、人々は農業や林業だけでは不足する収入を得るために様々な工夫をもって、対応して
いたのである。そういった工夫の中に伴って、柳田村内の賃金労働は人々を助けるために、創出
されてきたという経緯を持つと私は考える。 
 
5．おわりに 
 私は今回の調査で、旧柳田村の豊かな自然や人々の温かさに感動した。賃金労働について調査
する中で、残念ながら出稼ぎや進学、就職などによって人口が流出してきたという事実を知るこ
とになったが、一方で、旧柳田村の今後を考え、諸問題に立ち向かう人々にも出会うことができ
た。現代では仕事に「生きがい」や「やりがい」を求める傾向にあるが、まず仕事は自身が生き
ていくためのものであるということ、また自分の暮らす地域にとって自身がこの地で働くことが
どのような意味を持つのかということを考えなえればならないと痛感した。私は今後生きていく
うえで、重要な考え方をこの調査で学ぶことができたと考えている。 
最後に、お話を伺った方々には、私たち大学生を快く迎えてくださったことを心から感謝した
い。 
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